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2021年秋に緑内障診療ガイドライン第５版が先行出版
され，2022年には，新たな薬剤としてRhoキナーゼ阻害
薬とα2受容体作動薬の合剤が，手術治療としてプリザー
フロと内視鏡的毛様体光凝固用カテーテルが登場しまし
た。新しい治療は，実際に少数例から施行され，より広い
臨床的評価を経ることで，どの程度一般化するかが決ま
ります。レーザー治療としてそれなりに長い歴史を持つ選
択的線維柱帯光凝固術について，その早期適応の位置
づけが近年ようやく固まりつつあるのが一つの例です。
本セミナーでは，前半で，我々が現在行う事ができる緑内
障治療オプションの位置づけについて，今後の展望も含
めて解説します。後半では，主としてチュ-ブシャント手術
が不成功となるような難治性緑内障でも眼圧下降が期
待できる手術として登場した内視鏡的毛様体光凝固術
（ECP）について，適応から実際の手技を含んで解説し
ます。本セミナーで2023年の緑内障治療の方向性を確
認頂ければと思います。
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7月31日(月)まで、早期割引を実施しております。 

第34回日本緑内障学会への参加には、参加登録が必要です。
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